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題 となるような強さをもつようになる｡2,3) 強さのみでなく,ゆらぎの相関距離 もデバ





中和されているとするO系中の東関エわ レギーと運動エわ レギーの比は,プラズマ ･パ
ラメータ 8-(4打n)y2｡3(kBT)~3/2i;h評価 される. 通常の高温低密度のプラズマ














R｡st｡k｡r-R｡senbluth の流体的極限にうつりて)8→ 0 をと-て差 しつかえない｡
まず･ S体の分布函数 fs(1,-,S)を
S
fs (1･ .･･ ･ S )- .1I F ( i )1=1




















両 rr'1-7)- f (1,2)- め ｡7 : r'2E)















実効相互作用がS(k)を含むので,それによ→てきまる.集 団運動 の振動数や寿命 も
=E =Eコ
S(k) の汎函数 となる｡乱流状態ではS(k), したが-1て相互作用が大きく変化 し,
それらを通じて不安定な集団運動が安定化され有限の寿命をとることが期待される｡ こ
れが e2-の相関効果の繰込みによる安定な乱流状態の記述の基礎概念である｡
上記の考えに基ずいて,BBGKYの第 2方程式 を解 くと
























mogorov的な次元解析に基ずくuniversal spectrum の理論であるo いま系の振
舞いに特徴的な長さ r と r があり,r1-くく r2 である場合 を考えるQ流体の場合l1 2
rは分子間粘性による渦運動の熱化に有 効な長さ･r2は巨視的な特性長であるoその1
比はレイノ′レズ数に対応するoその2つの特性長の間で･rl≪ r≪ r2 を満足す
るような領域で r- αr なる変換を行 うoこれに伴い.系の物理量 も同様の相似変換
が行なわれたとし･ r ≪ αr≪ r2 である限 り.系の振舞を記述する方程式が･そ1
のような相似変換に対して不変であることを要請する｡いいかえると,r ≪ r≪1
r2･での自己相似解 (sel卜 similarsolution) を求 める作業に対応 し･二次の相
転移の理論での scaling-law hypothesis と等価の考えであるo
プラズマの場合に,r としてデバイ長･r2 としてク-ロン衝突による平均自由行程1
をとる｡この比はプラズマ ･パラメータEであり, e≪ 1 の場合は, 上記の条件を












e宕 - n<与m v2 >k~3 y(kl, ,cosx;{Z,) (3)
-一÷
ここで,y は無次元函数,xは系の非等方性を表わす軸 とkのなす角,また izlは
Eを除く系の無次元パ ラメータの集合であるO
























.rdくりCOth( もW ､T 1
2kBT′川 ~ K(k,u;S)
(4)
という形の.S(k)に関する self-consistentequationが得 られるo Hubbard
13)















h(777)- g(71,72)g(77)+9(72,73)g(73,-r'1)1I 2I 3 2I3
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フォノンの非線形相互作用
日電中研 中 村 紀 -
§1 序 論
伝導電子の ドリフ ト速度が音速を超えるとき起るフォノンの増幅現象は CdS や
GaAs､のような圧電性半導体で観測 される｡増幅は波動ベ クトルが ドリフ ト速度のま
わり約 100の狭いチェレンコフ ･コーンの中にあるフォノンで起 り,そのエ桑ルギー
は熱平衡の106-108倍になる (第 1図 1上
増幅が更に進むとフォノンの間に強い非線形相互作用が現われ系は熱平衡から大きく
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